
平成２６年度 我孫子市立白山中学校学校経営方針

１ 学校教育目標

「みがき合い・支え合う、心豊かでたくましく生きる生徒を育てる」

２ 目指す生徒像

① 確かな学力を身につけた生徒（基礎・基本的内容の定着、判断力、行動力）

② 強い意志とたくましい体力を持った生徒（自主性、個性の伸長、部活動の充実）

③ 勤労を尊び、自ら実践する生徒（環境美化、清掃活動の充実）

④ 情操豊かで、品位のある生徒（協力性、協調性、マナーの向上）

３ 求める教師像

① 教育に対する熱い情熱を持つ教師

② 確かな指導力のある教師

③ 豊かな人間性を持つ教師

※常に、謙虚・素直な気持ちを持つ。

４ 学校経営にあたって

・ 学校経営は一日ごとの総力戦

教職員一人ひとりが、学校経営におけるかけがえのないメンバーであり、主体

者である。学校経営の基本は、日々行われる実践の重さにしか求めることはでき

ないことを自覚する。また、日々の生徒の活動を反映した評定・評価を各学期末

及び学年末（指導要録）に行うよう責任と自覚を持って、職務に専念する。

・ 育てて育つこと

若い先生方を全校で育てていくとともに、それぞれが自分の経験年数に応じて

その力量を高めていかなければならない。５０代、４０代、３０代、２０代がそ

の年代の役割を自覚し、相互に磨き合う集団とする。

・ 率先垂範

教職員自らが範を示すことで、生徒達の支援・指導にあたる。

５ 本年度の重点目標等

○ 生徒の主体的な活動を高める ～ 計画性・密着指導

＊体育祭、合唱コンクール、３年生を送る会 →連帯感・達成感・満足感

○ 確かな学力を身に着けさせる ～ わかる授業・研修

＊卒業までの３年間を見通した学習指導の徹底

○ 信頼関係を構築する ～ 生徒理解・保護者との連携・職員間の共通理解

＊何でも話し合える環境作り（生徒・保護者・教職員）



※法令等に則った公教育の推進

①学習指導：指導方法を工夫し、わかりやすい授業を進める。

②道徳教育：指導方法を工夫するとともに、心に響く指導に心掛ける。

③特別活動：学級・生徒会・部活動・行事等の指導を通して、自治的精神を高め

る。（行事等を通して、生徒達にどんな力をつけたいのかを明確に

持ちたい）

④総合的な学習の時間：体験的問題解決的な学習を重視し、生徒の主体性を養う。

⑤生徒指導・進路指導：生徒個々の特性に応じた適切な指導に心掛ける。

⑥人権教育：全教育活動をとおし、他を思いやる心を育てる。

⑦健康安全指導：日常生活の中での生徒の変化に対応し、適切に指導する。

⑧給食指導：望ましい食習慣の育成とともに、生徒相互の人間関係作りに努める。

⑨特別支援教育：特別支援学級の指導の充実はもちろんのこと、教科指導・心の

教室における特別支援にも配慮する。また、特別支援教育に対

する全体及び個人研修の充実にも配慮する。

⑩研修：全体研修とあわせて、自己研修を充実させ、教科・道徳・特活等の指導

の質的向上を図る。

６ 保護者・地域との連携

［保護者との関係］

・情報の共有

・信頼関係の構築

［地域との関係］

・学校支援地域本部事業における各種ボランティア

７ その他

○適切な評定・評価を行う。

・評定、評価方法の工夫・改善、共通理解。

○適切な通知票、指導要録そして調査書を作成する。

・我孫子市のマニュアルに従って作成する。（点検の徹底）

・「３年間のあゆみ」を活用して作成する。（生徒・保護者との信頼）

以上の経営方針に従って、白山中学校の全職員で生徒一人ひとりの指導・支援に

スクラムを組んで取り組んでまいります。


